
ゲンジボタルの幼虫は“生暖かい雨の夜”すなわち気温が上がっ

て降雨がある夜間に水中から陸に上がってきます。3 月 28 日、明

け方強雨があり、夜間の気温が 20℃前後に達するとの予報下、幼

虫上陸調査を実施しました。 

時間を開けて調査を 2 回実施した結果、久木池下流①で上陸幼虫を 40 個体カウント、

この水域で過去最多の目撃数でした。久木池下流②でも 19 個体と順調でした。昨年夏の降

水量が前年を上回っており、孵化直後のゲンジボタル幼虫の生存を可能にしたようです 。 

今夏は、昨年ゲンジボタルを見ることができなかった観察会恒例の芝生広場でのホタル

鑑賞にご期待下さい 。また、下流②での光のトンネル再現も OK です。 

芝生広場前/体長 20 ㎜弱、19 時 33 分 最上流部/幼虫ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ、19 時 55 分 

最上流部、20 時 01 分 芝生広場前の状況、2024 年 7 月 31 日 

写真-1 上陸するゲンジボタルの幼虫（3 月 28 日） 

 図-1 久木池下流①、ゲンジボタル幼虫の上陸地点と確認個体数（3 月 28 日） 

池子のヤマザ
クラ、3 分咲

き!? 

7月 8月 計

2023年 47 110 157

2024年 82 245 327

幼虫孵化直後の降水量（mm）

ゲンジボタル
幼虫の特徴 

「前胸部に日
輪（？）の

輪」 


